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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
代表取締役社長の三田　昌弘でございます。
本日はご多用のところ、お集まりいただき、誠にありがとうございます。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
早速ではございますが、本日は、こちらの目次の内容に沿って、ご説明させていただきます。
最後までよろしくお願いいたします。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　はじめに、第２四半期の業績概要についてご説明いたします。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第２四半期の売上高は、９４億５千９百万円、
前年同期比 ５．４％増、となりました。

大型請負案件の開発が進んだほか、前期に設立したキーウェア東北の寄与などにより、増収となりました。

続きまして、営業利益は、１億４千３百万円。
経常利益は、営業外収益として持分法による投資利益１億９千７百万円を計上したことなどにより、３億３千２百万円。
当期純利益は、２億３千３百万円となりました。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
営業損益の前年同期比での変動要因を、もう少し詳しくご説明いたします。

まず、売上高の増加により、それに応じた利益が、７千２百万円 増加いたしました。
続いて、前期に減益の要因であった不採算案件の影響がなくなったことなど、売上総利益率の改善により、２億１百万円 増加いたしました。

続いて、キーウェア東北を設立したことや、人件費の増加などにより、販売費および一般管理費が１億４千８百万円、増加いたしました。
以上の要因により、当第２四半期の営業損益は、1億４千３百万円の利益計上となりました。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、セグメント別の業績についてご説明いたします。　

「システム開発事業」の売上高につきましては、前期に受注した公共系大型案件の開発が進捗したことに加え、
官庁系・公共系の既存案件が拡大し、これらの開発が進んだことなどにより、前期比で増収となりました。
また、前期に新設したキーウェア東北の売上も、寄与しております。

損益面につきましては、売上高の増加などにより、増益となりました。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、「SI事業」についてご説明いたします。　

基幹システム刷新案件など受注は堅調に推移しているものの、売上高につきましては、前期から継続していた大型請負案件の開発が収束したことや、一部の大型請負案件において、お客さまの都合により受注時期がずれ、売上計上が下期に伸びたことなどがあり、前期比で減収となりました。
損益面につきましては、不採算案件の収束などにより改善いたしました。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、「その他事業」についてご説明いたします。
「その他事業」は、運用・保守、機器販売・ライセンス販売のほか、新事業が含まれております。

売上高につきましては、サポートサービス系が軟調に推移したことなどにより、前期比で減収となりました。

損益面につきましては、販売費および一般管理費の抑制により、改善いたしました。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、上期のトピックスをご紹介します。

本年9月、新たなサービスとしまして、｢乗務前確認サービス　Powered by LifeRoute｣の提供を開始いたしました。

従来、バスやトラック、タクシーなどのいわゆる「緑ナンバー」の車両を保有する事業者は、アルコール検知器によるアルコールチェックが義務化されていましたが、
2023年12月の道路交通法施行規則の改正では、一般的な自家用車である「白ナンバー」の車両を規定の台数以上保有する事業者も、アルコールチェック義務化の対象となりました。

本サービスは、この法改正に対応し、ドライバーに対するアルコールチェックなどの確認業務の一元管理を可能としたクラウド連携サービスです。
当社では、これまで、スマートフォンを活用した健康管理サポートサービス「LifeRoute」を展開してまいりました。
本サービスは、このLifeRouteをベースに開発したことから、健康管理機能が充実しており、ドライバーの安全な業務遂行に寄与するサービスとなっております。
義務化対象事業者の拡大によって、需要の増加が見込まれることから、積極的な営業活動を展開しております。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、
2022年度に高い功績を残したパートナーとして、株式会社NTTデータ・ビズインテグラル、株式会社NTTデータ イントラマート、キヤノンITソリューションズ株式会社の３社から表彰いただきました。
引き続き、各社との連携を高め、付加価値の高いサービスを提供することにより、ビジネスの拡大に努めてまいります。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　続いて、5ヵ年中期経営計画「Vision2026」と、上期の取り組み状況について、ご説明いたします。

<次のページへ>

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　


- o KEYWARE
AR =EtE [ Vision2026 | 1HE
] 202743 A 8 B (&
5 5 P EIREEHE (2023E3 8 81 ~2027E3 8 #) b= 20050
= 2R % 14EM

[ Vision2026 |

HEMEE 6.0%

T Vora
7ag g k-7 KUY —EXDOERILK
Higmxgp HEE DD EIRA
£ 15 B F v 2 JLJEIS, KEL, CMJ* & D E a1k
TRETOY 7 b4l
=N Ty Phase2
o — s83 3 77 B DL RS S W | uF 40 AT b
7IALEZRR | pwpas=nmarvias b oBHS) P il
DILK S 2 — 3 RN
g~ D A A DB Phasel
Frlyy (A N—t*2 U7 FE TYLLERMBRSE) | FEEB ORI - BEE

DXIMEIC & 3 ITIREFRZ D ~2026FER@E L

*JEIS ;e ) REHAIBEH S X T A
CMJ XY/ v~—4 T4 72w/ o kREt

ALL Rights Reserved Copyright Keyware Solutions Inc

KEL:FEMTIL 7 bO=Z 7 A%AE4

11


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当社グループは、前期 2023年３月期より５ヵ年中期経営計画「Vision2026」をスタートし、
「基盤事業の質的転換」「プライムビジネスの拡大」「新領域へのチャレンジ」の３つの基本方針のもと、事業拡大と高収益化の実現に向けて取り組んでおります。

最終年度である2027年３月期の数値目標は
売上高　240億円、
営業利益　14億円、を目指しております。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２年目である当期の上期の状況をご説明いたしますと、
「基盤事業の質的転換」に向けては、プロダクトやクラウドサービスなどを活用した案件の受注が堅調に推移したほか、顧客企業も増加いたしました。

請負案件の拡大に向けては、上期は、官庁系､公共系､民需向けなどで大型請負案件を受注するなど、堅調に推移しております。

一昨年度に資本業務提携を締結した３社（株式会社ＪＲ東日本情報システム、兼松エレクトロニクス株式会社、キヤノンマーケティングジャパン株式会社）との連携につきましては、各社状況は異なりますが、密に連携しており、上期には、連携した営業活動による新規顧客の獲得など、新たな実績も出ております。

不採算プロジェクトの抑制につきましては、開発標準の適用を拡大するなど取り組みを進めております。
取り組みの成果もあり、当期におきましては不採算案件を抑制できております。

「プライムビジネスの拡大」に向けては
DXの実現に向けた需要の取り込みに向けて、基幹システム刷新やデジタル化支援などの提案活動を推進しており、
上期は、商社、IT業、製造業向けなどで大型請負案件を受注したほか、コンサルティング案件の獲得も進みました。
また、昨年新設したキーウェア東北と連携し、東北地域の企業向けに提案活動を行っており、上期は新規顧客獲得などの成果も出ております。
<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

「新領域へのチャレンジ」に向けては、現在、２つの領域で取り組みを進めております。
まず、セキュリティ領域については、セキュリティインシデントに対応する専門組織である「CSIRT」の設置準備を開始いたしました。
来年度、2024年度中の運用開始を目指しております。今後、国際基準である NIST SP800-171へ対応し、自社で請け負う開発案件にセキュリティの脆弱性診断を行うことや、将来的には、単独でのサービス展開を検討してまいります。

デジタル金融領域においては、当社が出資をしている暗号資産交換事業者の株式会社デジタルアセットマーケッツ(DAMS)との情報交換を行っているほか、関連領域で案件に参画するなど、事業機会の創出に向けた検討を進めております。
<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　続きまして、２０２４年３月期の通期業績予想についてご説明いたします。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2024年３月期の業績予想は、
売上高　２００億円、営業利益　８億円、経常利益　１０億円、
親会社株主に帰属する当期純利益を ７億円と見込んでおります。

当期は引き続き、堅調な受注環境を見込んでいるほか、売上高、利益ともに概ね計画通りに進捗しており、
期初からの予想値の変更は行っておりません。
事業環境や顧客動向を早期に見極め、対応をはかることで、
業績予想の達成を目指してまいります。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづきまして、株主還元についてご説明いたします。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当社は​​​​​​​株主の皆さまへの利益還元を経営上の重要課題の一つとして位置付け、
最終利益に応じて、今後の事業展開、経営環境などを総合的に勘案したうえで、実施していく方針としております。
2024年３月期は、前期比　８円増の 20円を期末配当することを予定しております。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、本年３月に東証より要請がありました、「資本コストや株価を意識した経営｣の実現に向けた対応について、ご説明いたします。

<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、現状認識としまして、当社では、PBR1.0倍を割る状況が続いており、重要な課題であると認識しております。
また、当社のWACCをベースとした資本コストは 現在、７％前後と認識しております。

今後は、資本収益性を計る指標である、ROE、ROICが、資本コストを安定して上回ることを目標とし、企業価値の向上をはかってまいります。
具体的には、2027年３月期に、ROE １０％、ROIC ８％の達成を目指してまいります。


<次のページへ>
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的な取り組み方針としましては、前期にスタートした5ヵ年中期経営計画「Vision2026」を着実に実行することで、
資本収益性の目標達成をめざしてまいります。

さらに、株主還元方針としましては、2027年３月期に配当性向３５%以上を目標として、業績に応じて配当性向を段階的に引き上げていくことで、株主還元の強化も図っていく方針です。

<次のページへ>
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プレゼンテーションのノート

以上を持ちまして、2024年３月期　第２四半期 決算説明を終了いたします。

御清聴いただき、誠にありがとうございました。 

<終わり>





fJ szan




KEYWARE
%*img SOLUTIONS

o 2 -7V 21— 3 kAt
1. YRTLBIREE
» (FP7Ur—2a vy AT LDOBEICETIERE,. BLU, AV 7 7BEDY X T LARXKICET 2%EK)
= = A = o
2. BAITY—E RHEE
(VRTFLAVTITL—2avER/YR— b - — EREBR/RFTER/ /v 7 — V%)
(e = =) Z RKEDRmHER TR =H &-sL
SR . 19654548
& ZiN £ 17E37HAM
75 + = 19147 38HAH (2023F3 A H8 - &)
na == 8 # 1,262% (2023F3 A KIRIE - EfE)
HHEHHBA KAt ) REAXRIBERY X T A
N N . FMTL o bOoZ g A%kt XNV =TT 4 TV v N UBkAEST
TR EAMNRZE Grasmmpmai Bt AR = 5 R 01T
(2023F3 A KIRM)
F—7 7V —EXMASHE F—UzT7dtEERASH -7 T7EIKASHT
O OF & F-vrTEASKRSH F— TR HREH I LT 7V RTFLR

KT —H L

7
KEYWARE  A|| Rights Reserved Copyright Keyware Solutions Inc

SOLUTIONS



V4
1E¥FV“ KEYWARE

FXRBEE
BEREATICEET 22 T2FEMBEEE L £,

oE I o

BADEEEENZHEBES 2FICMEZES X7,

LAY

AIEHEICEATCIBEREINICE > THBEIZTOEKRZHBR
Va—YarvERERHEL. BBESIF0E - BEZEERI S,
SNBHTORERICEML £,

EZO—-FHYV

| T can create It
JVITAT47HEET, | TOBDEEONGEMEEZBEOLDE L7,

7
KEYWARE  A|| Rights Reserved Copyright Keyware Solutions Inc

SSSSSSSSS



i

7
KEYWARE

SOLUTIONS

AN
A
Phasel

& RE, RFEMAHAET
iR L Tl Z 1S

Phase?

BAaY—ERICL ZEAINMESEEA

A—% X, SAPYv/viEEiiiti%
BoF o/ aY—nR— hF— L RER A

Phase3
ITYVa—>ar7aonsgaa—LLT
BEL5EL

1IS09001, 754 N> —<—2. ISMS%

EROFKIT & LT, FEEUS L.
fthttZ a3 FILT 4 T E DG Z ML

Phase4

Py AKXy, RIL2ELES
ERBEEDOILAKIC[E T THIE

I L7y RT LR EFEA
| T BRI @ 7o TR A 7 BE &

19654
19744

19884
19914

19944

- Slibz (BT
cANIVTTRIY —E REEA R

AV A —ROBEAVYILT 4 v et E L TEARETFHEGASHERT
- EHWEBY 7 b o

TEY 2 - EIMMERREEEE LA D
FHERFEARRO 7 v ML EFZY 7 FEPITRER .
EdFE) L LTBBEXEL YRR

FEEERIBETOY 7 b o THEEEARET

VU a—varvterg—%@RLA— 7T LAEGNER - BEEICRYED

cA—RRJ VIR E@ISVE?EB‘ZTTT%T%%%@E%%

cSAPY v XUt EDIREICLY
T =L R — tx-b/é? HREL., A1 —XBETEEAT LT
CREBEYAY A R 2T L (1S09001) %4 TRIFEVE
T TANY =< — U HIERIEE

cHEZEXF—T TV 2 —> 3 AAESHICEE

s SAPY v/ K
CBHREFAUTATRI XY Y RT L (ISMS) DOFREE%E EUS
CEHREF AT AR X MY RTF L (ISMS) DOEREF A EIE
cF -7
CBIEv Y A 27 L (JISQ14001 2004 (1SO14001 @ 2004) ) EREFENS
c Vv REy VEAESEBEIRTICHRAE 5
- BERGESRERS PR EE 23R ISR £ 35
CEFEERGIRT A A=Yy —AEETE
cHAESUNTTF—&% A > FS<v—FEBizf/ VYU a—v 3 VIR
CFSY v NUBRA S & BV R RN— b F—ERZH R

- BizJ AWARD 2013 #&I(C$H W [Sales Partner’s Award] 2% &

19954
19994
20004
20014
20024

20034

20054
20064
20084
20094
20104
201145
20134
20174
20184
20194

20204
20214

20224
20234

ERP (R/3) F=Ear kIS
- SAP  R/3EHEA

cF—UxT
SAP AWARD OF EXCELLENCE 4 F#EH=E
(F3)

(N —T2tK)
ARAKASHE. F—7 2 7HINEAESHRT

7Y —EARA SR

tEEKRARE. ¥F—7 T

-ERXET 1 7R3 7TEAMICEE
KA LT 7Y R T L X TR

ICBIY 2  Z RS

ABRhEESY (KXEt A —FT 7] %L - Biz/ AWARD 2017(235 LT [Excellent Award] %228
- ASTERIA Partner Summit 2018(2# WL T [ASTERIA Contribution Award 2018 %y\,sa
CEV/UNTY Y a—2 3y XkFEEH LY [Web Performer 2019 E Tt L v h 77— K] 226 EGETE
- BRIV HBA & EAREFAR 220 % Fis
T/ AT =EYATVR - TV ZT Y v IR S & BARERIRIERZN % s
- Biz /S AWARD 2020 (25U T [Excellent Award] #%&

ST L7 O =0 AKA S L ERERIRELZN 2= i

RV U= T A TV v XU B L EARERIRIEZN & S

cEV S/ UNTY Y a—2 3 XkEEH LY [Web Performer 2021EE T wL v b 77— K] 228
- Biz / AWARD 2021 (25T [Superior Award| #%&

RS A —HILERIL - RS ) REAKRERY X7 L &L ERERIRIELZN % His

- F =z TEIGASHERT

CFV S/ UINTY Y a—2 a3y XkAE LY [Web Performer DX#EET 7 — K] 228
cHRASHNTTTF—% - 4> FF<v— k&Y [intra-mart Award 2023 Special Project Awardj =ZE

KR EHANTTT—% - EXA > 7750k [Bizf AWARD 2023 Excellent Award] %=

KEYWARE

SOLUTIONS

ALL Rights Reserved Copyright Keyware Solutions Inc



	スライド番号 1
	目次
	１．第２四半期　業績概要
	第２四半期　業績概要
	営業損益変動要因
	事業区分別（セグメント別）業績ハイライト
	事業区分別（セグメント別）業績ハイライト
	事業区分別（セグメント別）業績ハイライト
	トピックス（１）　
	トピックス（２） 　
	5ヵ年中期経営計画「Vision2026」�上期の取り組み状況
	中期経営計画「Vision2026」概要
	上期の取り組み状況（１）
	上期の取り組み状況（２）
	３．通期業績予想
	2024年３月期　通期業績予想
	４. 株主還元
	株主還元
	資本コストや株価を意識した経営の実現�に向けた対応
	資本コストや株価を意識した経営の実現�に向けた対応（１）
	資本コストや株価を意識した経営の実現�に向けた対応（２）
	御清聴いただきありがとうございます
	参考資料
	会社概要
	企業理念
	沿革

